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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第96期

第３四半期
連結累計期間

第97期
第３四半期
連結累計期間

第96期

会計期間
自 2021年４月１日
至 2021年12月31日

自 2022年４月１日
至 2022年12月31日

自 2021年４月１日
至 2022年３月31日

売上高 (千円) 5,787,670 6,441,266 8,067,127

経常利益又は経常損失(△) (千円) △172,667 206,299 19,895

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益又は親会社株主に帰属
する四半期純損失(△)

(千円) △218,330 247,582 64,765

四半期包括利益又は包括利益 (千円) △162,336 273,588 234,586

純資産額 (千円) 6,788,845 7,407,788 7,178,859

総資産額 (千円) 16,239,401 16,654,490 16,079,703

１株当たり四半期(当期)純利益
又は１株当たり四半期純損失
(△)

(円) △73.46 83.31 21.79

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 41.8 44.5 44.6
 

 

回次
第96期

第３四半期
連結会計期間

第97期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自 2021年10月１日
至 2021年12月31日

自 2022年10月１日
至 2022年12月31日

１株当たり四半期純損失(△) (円) △4.75 △8.02
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．売上高には、消費税等は含まれておりません。

３．第96期第３四半期連結累計期間、第97期第３四半期連結累計期間及び第96期の潜在株式調整後１株当たり四

半期(当期)純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

 

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)において営まれている事業の内容に

ついて、重要な変更はありません。

 また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

経営者が連結会社の財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に重要な影響を与える可能性があると認識し

ている主要なリスクの発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」についての重要な変更は

ありません。

 

２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループが判断したものであります。

 

(1) 財政状態及び経営成績の状況

①財政状態の状況

(資産)

資産は前連結会計年度末に比べ574百万円増加し16,654百万円となりました。このうち流動資産は714百万円の増

加、固定資産は140百万円の減少となりました。

流動資産の変動の主な要因は、現金及び預金が386百万円、商品及び製品が348百万円それぞれ増加し、受取手形

及び売掛金が231百万円減少したことであります。

固定資産のうち、有形固定資産は160百万円減少しました。変動の主な要因は、減価償却費の計上による減少696

百万円、設備投資の実施による増加536百万円であります。投資その他の資産は42百万円増加しました。変動の主な

要因は、関係会社出資金が54百万円、繰延税金資産が75百万円それぞれ増加し、投資有価証券が101百万円減少した

ことであります。

(負債)

負債は前連結会計年度末に比べ345百万円増加し、9,246百万円となりました。このうち流動負債は211百万円の増

加、固定負債は134百万円の増加となりました。

流動負債の変動の主な要因は、電子記録債務が251百万円、その他のうち設備関係電子記録債務が168百万円それ

ぞれ増加し、短期借入金が236百万円減少したことであります。

固定負債の変動の主な要因は、長期借入金が169百万円、リース債務が41百万円それぞれ増加し、退職給付に係る

負債が76百万円それぞれ減少したことであります。

(純資産)

純資産は前連結会計年度末に比べ228百万円増加し、7,407百万円となりました。このうち株主資本は202百万円増

加し、6,707百万円となりました。また、その他の包括利益累計額は26百万円増加し、700百万円となりました。

 

②経営成績の状況

(売上高)

当第３四半期連結累計期間の連結売上高は、前年同期比11.3％増の6,441百万円となりました。このうち国内販売

は前年同期比5.0％増の3,037百万円となり、輸出は同17.6％増の3,403百万円となりました。輸出の地域別では、北

米向けが前年同期比31.8％増の785百万円、欧州向けが同13.3％増の898百万円、アジア向けが同14.3％増の1,694百

万円、その他地域向けが同6.1％増の25百万円となり、この結果、連結売上高に占める輸出の割合は、前年同期に比

べ2.8ポイント増加し52.8％となりました。

製品別では、焼肌チップが前年同期比0.8％減の503百万円、切削工具が同12.7％増の5,202百万円、耐摩耗工具が

同10.4％増の719百万円となりました。
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(売上原価、販売費及び一般管理費)

売上原価率は前年同期比6.3ポイント改善して66.6％となりました。

販売費及び一般管理費は前年同期比13.8％増の1,974百万円となりました。増加の主な要因は、旅費交通費が39

百万円、減価償却費が30百万円それぞれ増加したことであります。

(営業損益)

売上原価率の改善等により、営業利益は179百万円となりました（前年同期は営業損失164百万円）。売上高営

業利益率は2.8％であり、当社グループが目標としております10％以上には未達となっております。

(営業外損益)

為替差益の計上額の増加等により、営業外収益は前年同期比39.7％増の107百万円となりました。営業外費用

は、前年同期比5.3％減の80百万円となりました。

(経常損益)

　経常利益は206百万円となりました（前年同期は経常損失172百万円）。

(親会社株主に帰属する四半期純損益)

親会社株主に帰属する四半期純利益は247百万円となりました（前年同期は親会社株主に帰属する四半期純損失

218百万円）。

 

(2) 優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題

当第３四半期連結累計期間において当社グループが優先的に対処すべき事業上及び財務上の課題について、重要

な変更及び新たな発生はありません。

当第３四半期連結累計期間において当社の財務及び事業の方針の決定を支配する者の在り方に関する基本方針に

重要な変更はありません。また、当第３四半期連結累計期間において新たに定めた基本方針はありません。

　

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間の研究開発費の総額は292百万円であります。

 

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 8,000,000

計 8,000,000
 

 

② 【発行済株式】

 

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2022年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(2023年２月９日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,992,999 2,992,999
東京証券取引所

(スタンダード市場)
単元株式数　100株

計 2,992,999 2,992,999 ― ―
 

(注) 発行済株式数には現物出資による発行株式4,000株(2,000千円)が含まれております。

 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

 該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数

(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

2022年12月31日 ― 2,992,999 ― 3,099,194 ― 1,689,280
 

 

(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

EDINET提出書類

ダイジェット工業株式会社(E01488)

四半期報告書

 5/18



 

(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載

することができないことから、直前の基準日(2022年９月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

 

① 【発行済株式】

   2022年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ―

議決権制限株式(その他) ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)

普通株式 21,100 
 

―
権利内容に何ら限定のない当社にお
ける標準となる株式

完全議決権株式(その他)
普通株式

29,561 同上
2,956,100

単元未満株式 普通株式 15,799 
 

― 同上

発行済株式総数 2,992,999 ― ―

総株主の議決権 ― 29,561 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式26株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2022年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数

(株)

他人名義
所有株式数

(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
ダイジェット工業株式会社

大阪市平野区加美東
二丁目１番18号

21,100 ― 21,100 0.71

計 ― 21,100 ― 21,100 0.71
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(2022年10月１日から2022年

12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(2022年４月１日から2022年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、清友監査法人による四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,202,304 1,589,243

  受取手形及び売掛金 1,798,670 ※1  1,567,020

  商品及び製品 2,245,806 2,593,812

  仕掛品 1,449,014 1,575,186

  原材料及び貯蔵品 960,739 1,036,007

  その他 385,355 398,699

  貸倒引当金 △22,346 △25,611

  流動資産合計 8,019,543 8,734,359

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物（純額） 1,651,183 1,580,036

   機械装置及び運搬具（純額） 2,117,202 1,916,096

   土地 975,530 975,530

   リース資産（純額） 1,246,916 1,316,005

   その他（純額） 139,477 182,527

   有形固定資産合計 6,130,309 5,970,196

  無形固定資産 264,644 242,052

  投資その他の資産   

   投資有価証券 1,260,037 1,158,108

   関係会社出資金 300,900 355,277

   差入保証金 53,822 54,452

   保険積立金 27,007 27,883

   繰延税金資産 45,024 121,010

   その他 6,013 18,751

   貸倒引当金 △27,600 △27,600

   投資その他の資産合計 1,665,204 1,707,881

  固定資産合計 8,060,159 7,920,131

 資産合計 16,079,703 16,654,490
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 450,158 ※1  460,339

  電子記録債務 673,923 ※1  925,010

  短期借入金 2,386,635 2,149,928

  未払法人税等 42,021 59,649

  賞与引当金 194,268 78,543

  未払費用 68,063 118,038

  その他 442,401 ※1  677,618

  流動負債合計 4,257,472 4,469,127

 固定負債   

  長期借入金 2,646,522 2,815,763

  リース債務 1,166,573 1,208,271

  資産除去債務 17,560 17,560

  長期未払金 64,765 64,765

  退職給付に係る負債 747,950 671,215

  固定負債合計 4,643,370 4,777,575

 負債合計 8,900,843 9,246,702

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,099,194 3,099,194

  資本剰余金 1,703,329 1,703,329

  利益剰余金 1,748,799 1,951,803

  自己株式 △46,478 △46,560

  株主資本合計 6,504,844 6,707,766

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 379,857 327,734

  為替換算調整勘定 163,259 258,090

  退職給付に係る調整累計額 130,898 114,196

  その他の包括利益累計額合計 674,015 700,021

 純資産合計 7,178,859 7,407,788

負債純資産合計 16,079,703 16,654,490
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

売上高 5,787,670 6,441,266

売上原価 4,216,536 4,287,521

売上総利益 1,571,134 2,153,745

販売費及び一般管理費 1,735,549 1,974,351

営業利益又は営業損失（△） △164,415 179,393

営業外収益   

 受取利息 26 162

 受取配当金 24,099 31,366

 為替差益 - 13,124

 持分法による投資利益 21,928 20,975

 助成金収入 8,043 3,898

 その他 23,013 38,231

 営業外収益合計 77,112 107,759

営業外費用   

 支払利息 53,573 58,684

 為替差損 816 -

 支払手数料 26,798 19,180

 その他 4,175 2,988

 営業外費用合計 85,364 80,853

経常利益又は経常損失（△） △172,667 206,299

特別利益   

 固定資産売却益 - 588

 投資有価証券売却益 2,830 78,694

 特別利益合計 2,830 79,283

特別損失   

 固定資産除却損 4,661 236

 特別損失合計 4,661 236

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△174,498 285,345

法人税、住民税及び事業税 38,636 80,814

法人税等調整額 5,195 △43,051

法人税等合計 43,831 37,762

四半期純利益又は四半期純損失（△） △218,330 247,582

非支配株主に帰属する四半期純利益 - -

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主
に帰属する四半期純損失（△）

△218,330 247,582
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【四半期連結包括利益計算書】

【第３四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
　至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
　至 2022年12月31日)

四半期純利益又は四半期純損失（△） △218,330 247,582

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 6,773 △52,122

 為替換算調整勘定 21,114 56,843

 退職給付に係る調整額 6,910 △16,701

 持分法適用会社に対する持分相当額 21,195 37,987

 その他の包括利益合計 55,994 26,006

四半期包括利益 △162,336 273,588

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 △162,336 273,588

 非支配株主に係る四半期包括利益 - -
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

　　　当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

該当事項はありません。

 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

 当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

該当事項はありません。

 

(会計方針の変更等)

(時価の算定に関する会計基準等の適用)

「時価の算定に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第31号　2021年６月17日。以下「時価算

定会計基準適用指針」という。）を第１四半期連結会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準適用指針第27-

２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準適用指針が定める新たな会計方針を将来にわたって適

用することといたしました。なお、これによる四半期連結財務諸表への影響はありません。

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 

 
当第３四半期連結累計期間

(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１．税金費用の計算 税金費用については、当第３四半期連結会計期間を含む連結会計年度の税引

前当期純利益に対する税効果会計適用後の実効税率を合理的に見積り、税引

前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法を採用しておりま

す。ただし、この計算で合理性を欠く場合には、税引前四半期純利益を調整

のうえ、法定実効税率を用いて税金費用を計算しております。
 

 

(四半期連結貸借対照表関係)

※１ 四半期連結会計期間末日満期手形の会計処理については、手形交換日をもって決済処理しております。

なお、当第３四半期連結会計期間末日が金融機関の休日であったため、次の四半期連結会計期間末日満期手形

が、四半期連結会計期間末残高に含まれております。

 

 
前連結会計年度
(2022年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2022年12月31日)

受取手形 ―千円 24,493千円

支払手形 ―千円 31,580千円

電子記録債務 ―千円 172,575千円

設備関係支払手形 ―千円 1,109千円

設備関係電子記録債務 ―千円 97,441千円
 

 

(四半期連結損益計算書関係)

　該当事項はありません。

 

EDINET提出書類

ダイジェット工業株式会社(E01488)

四半期報告書

12/18



 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。)は、次のとおりであります。

 

 
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

減価償却費 679,345千円 740,263千円
 

 

(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自 2021年４月１日 至 2021年12月31日)

１．配当金支払額

　　　該当事項はありません。

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。

 

当第３四半期連結累計期間(自 2022年４月１日 至 2022年12月31日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)
１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

2022年６月28日
定時株主総会

普通株式 44,578 15.00 2022年３月31日 2022年６月29日 利益剰余金
 

 
２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

株主資本の金額は、前連結会計年度末日と比較して著しい変動がありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

前第３四半期連結累計期間（自　2021年４月１日　至　2021年12月31日）

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社及び連結子会社の事業は、主として超硬合金・工具の製造及び製品等の販売を営んでいるものであり、報告

セグメントとしては当該事業のみを対象とし単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。

　

当第３四半期連結累計期間（自　2022年４月１日　至　2022年12月31日）

当社の報告セグメントは、当社の構成単位のうち分離された財務諸表が入手可能であり、取締役会が、経営資源

の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであります。

 当社及び連結子会社の事業は、主として超硬合金・工具の製造及び製品等の販売を営んでいるものであり、報告

セグメントとしては当該事業のみを対象とし単一であるため、セグメント情報の記載を省略しております。

 

(金融商品関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(有価証券関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(デリバティブ取引関係)

四半期連結財務諸表規則第17条の２の規定に基づき、注記を省略しております。

　

(企業結合等関係)

該当事項はありません。

　

(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 

前第３四半期連結累計期間
自　2021年４月１日
至　2021年12月31日

当第３四半期連結累計期間
自　2022年４月１日
至　2022年12月31日

金額(千円) 金額(千円)

焼肌チップ

切削工具

耐摩耗工具

その他

507,190

4,617,995

651,908

10,577

503,174

5,202,916

719,789

15,387

顧客との契約から生じる収益 5,787,670 6,441,266

その他の収益 ― ―

外部顧客への売上高 5,787,670 6,441,266
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失の算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第３四半期連結累計期間
(自 2021年４月１日
至 2021年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 2022年４月１日
至 2022年12月31日)

１株当たり四半期純利益又は１株当たり四半期純損失
(△)

△73円46銭 83円31銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益又は親会社株主に帰
属する四半期純損失(△)(千円)

△218,330 247,582

普通株主に帰属しない金額(千円) ― ―

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純利益又は
普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純損失(△)
(千円)

△218,330 247,582

普通株式の期中平均株式数(株) 2,971,954 2,971,862
 

(注)　前第３四半期連結累計期間及び当第３四半期連結累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益について

は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

　

２ 【その他】

第97期(2022年４月１日から2023年３月31日まで)中間配当については、2022年11月４日開催の取締役会において、

これを行わない旨を決議いたしました。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2023年２月９日

ダイジェット工業株式会社

取締役会  御中

 

清友監査法人

　大阪事務所
 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 矢   本   博   三  

 

 

指定社員

業務執行社員
 公認会計士 和   田   　   司  

 

 

 

 監査人の結論

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているダイジェット工

業株式会社の2022年４月１日から2023年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間（2022年10月１日から

2022年12月31日まで）及び第３四半期連結累計期間（2022年４月１日から2022年12月31日まで）に係る四半期連結財務

諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期

レビューを行った。

　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ダイジェット工業株式会社及び連結子会社の2022年12月31日現在

の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が

全ての重要な点において認められなかった。

 

 監査人の結論の根拠

　当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

　四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

　監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

EDINET提出書類

ダイジェット工業株式会社(E01488)

四半期報告書

17/18



 

四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

　監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

　監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

・ 継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が

認められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められ

ないかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告

書において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表

の注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められ

ている。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況によ

り、企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・ 四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の

作成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連

結財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していない

と信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・ 四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。

監査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独

で監査人の結論に対して責任を負う。

　監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

　監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去又は軽減するためにセーフガードを講

じている場合はその内容について報告を行う。

利害関係

　会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

 
以  上

 
 

(注) １．上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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